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Sun Ray Server Software 3.1

Sun Ray Server Software 3.1 (SRSS 3.1) は、Sun Ray Server Software 3 に対してプ
ラットフォームサポートの拡張、最適化、および改良を行いました。このマニュアル
では、このアップデートにおける新機能、改良点、廃止または削除、および既知の問
題について説明します。

SRSS 3.1 は JDS3 for Linux をサポートしません。

注 – このマニュアルには、作成時点における最新の情報が記載されています。ただ
し、バグの解決または新しいバグの発見に伴って、このマニュアルの改訂版が Sun 
Download Center (SDLC) で公開されます。製品マニュアルの最新改訂版も SDLC か
ら入手することができます。

新機能

Sun Ray 170 での組み込みシリアルポートの
サポート

SRSS 3.1 は、Sun Ray 170 にある組み込みシリアルポートに対するファームウェアお
よびサーバーサイドサポートを提供します。
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XKB Xserver 拡張機能のサポート

SRSS 3.1 は Solaris 10 および Linux 上で XKB Xserver 拡張機能をサポートするの
で、ユーザー補助機能の設定などのキーボード属性をより自由に制御することが可能
です。この拡張機能はデフォルトでは有効ではなく、utxconfig コマンドの新しい
オプションで有効にできます。

領域的ホットデスクのサポート

領域的ホットデスクは、複数の Sun Ray サーバーグループにまたがるホットデスク
可動性を拡張するために使用する新しい機能です。これはお客様が指定するサイトポ
リシーを利用して、ユーザーまたは Sun Ray DTU のセッションが、どのグループに
作成されるかを決定します。または、スマートカード CUID などのプロパティーに
基づいてログイン環境にユーザー名を単に事前にロードするために、代替サイトポリ
シーとして使用したり複数のサイトポリシーと共に使用したりできます。

開発時には、領域的ホットデスクは自動マルチグループホットデスク (AMGH) と呼
ばれていました。

改良点

libusb
SRSS 3.1 は、すべてのプラットフォームで libusb をサポートします。

短い応答時間を要求するネットワークオーディオ
アプリケーションに対する最適化
Sun Ray オーディオフレームワークを最適化することによって、エンドポイント間の
短い応答時間に依存するオーディオアプリケーションをサポートし、そのサービス要
件の品質に適合しました。Sun Ray DTU と Sun Ray サーバー間の往復遅延時間は、
LAN 構成では 80 ミリ秒に減少しました。実際の遅延時間はネットワークに固有の遅
延時間によって変化します。
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管理フレームワークに対する拡張
SRSS 3.1 は Sun Ray 管理 GUI を拡張し、SRSS 3 およびそれ以前のリリースで使用さ
れていた単一のログイン名フレームワークではなく、Sun Ray フェイルオーバーグ
ループの管理者のリストを作成できます。管理者がログインする際には、その他の
ユーザーと同様に、UNIX ログイン名によって識別され、プラグイン可能認証モ
ジュール (PAM) スタックによって認証されます。この管理フレームワークでは、そ
の管理者のアクティビティーの監査トレールが提供されます。

トークンリーダーの利用に関する拡張
トークンリーダーが接続されているフェイルオーバーグループ内のいずれのサーバー
からもトークンリーダーを利用できます。トークンリーダーがどのサーバーに接続さ
れているかに関係なく、トークンリーダーツールはフェイルオーバーグループのトー
クンリーダーのリスト全体にアクセスできます。

Type of Service (ToS) パケットタグ付けに関する
拡張

SRSS 3.1 は、Type of Service (ToS) ネットワークパケットタグ付けをサポートするた
めにゼロ管理メカニズムを提供します。着信パケットの ToS 設定を反映するように 
Sun Ray デスクトップユニット (DTU) ファームウェアが変更されました。ToS 設定
の反映がストリームごとに行われるので、サーバーは Sun Ray DTU とサーバー間の
異なるタイプのトラフィック (TCP と UDP) に異なる ToS 値を割り当てることがで
き、全体的により優れたサービス品質 (QoS) が提供されます。

デバイスアクセス制御に関する拡張

SRSS 3 では、セキュリティーを重視するサイトのために USB 周辺機器の接続を無効
にできるようになりました。SRSS 3.1 で、この機能は次を含めるように拡張されてい
ます。

■ Sun Ray 170 に導入された組み込みシリアルポート
■ 内蔵スマートカードリーダー

スマートカードへのアクセスを含めてすべてのデバイスの接続を制御するために、
SRSS 3.1 では管理 GUI の適切な更新に加えて新しいコマンド utdevadm を提供しま
す。(USB デバイスに対してのみ同様の制御を提供する utusbadm コマンドは推奨さ
れません)
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削除または廃止された機能

SCF (スマートカードフレームワーク) API
Sun Ray Server Software は、Sun Ray DTU に接続されたスマートカードおよびス
マートカードリーダーへのアクセスを可能にするために、業界標準の PC/SC-lite 
API を提供します。Sun 独自の SCF API は、今回のリリースの Sun Ray Server 
Software ではサポートせず、次回のリリースで削除されます。

Netscape 4.x ブラウザ

SRSS 3.1 では、管理 GUI へのアクセスで Netscape 4.x ブラウザの使用がサポートさ
れなくなりました。最新バージョンの Netscape または Mozilla ブラウザを使用して
ください。

非推奨の utxconfig オプション

utxconfig -s オプションは非推奨となり、今後のリリースで削除されます。代わ
りに引数 auto を -r および -R オプションと共に使用してください。
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既知の問題と制限事項

x86 プラットフォームの制限事項

x86 プラットフォームでのみ、SRSS 3.1 は Pentium Pro 命令セットをサポートする 
CPU を必要とします。

インストールと構成に関する問題

utadm および utconfig を実行する前の再起動

SRSS 3.1 では、インストール後に再起動してから Sun Ray サービスが開始されま
す。そのため、Sun Ray Server Software をインストールしたら utadm および 
utconfig を実行する前に Sun Ray サーバーを再起動する必要があります。

RHEL AS での SRSS GDM の手動インストールに失敗する

SRSS 3.1 イメージにより配布される GDM RPM は、libcrypto.so.0.9.6 ファイ
ルと libssl.so.0.9.6 ファイルに依存しています。これらのファイルは、JDS お
よび SuSE では提供されますが、RHAS Linux では提供されていません。これらの
ファイルが提供されないために、RHEL AS Linux での SRSS GDM RPM の手動イン
ストールは失敗します。

この問題を回避するには、rpm -i --nodeps コマンドを使用して、RHEL AS に 
GDM RPM をインストールします。

Red Hat Advanced Server での DHCP サービス

DHCP サービスを SRSS 3.1 for RHAS の起動サービスから削除すると、再起動後、
DHCP デーモンが正しく起動しません。

この問題を回避するには、再起動後に DHCP サーバーを手動で再起動します。

# /etc/init.d/dhcpd start
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Sun Ray Server Software の再構成

utconfig -u コマンドで SRSS を構成解除しないまま utconfig を再実行すると、
管理 GUI または特定の管理コマンドで問題が発生することがあります。この問題を
回避するには、次のように /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf ファイルのグルー
プ ID を utadmin に変更します。  

管理 GUI の問題

管理 GUI ページを 2 つ開くと予期しない結果になります。

管理 GUI ページの更新

ほとんどのリンクで「管理 GUI ページ」の再読み込みをすると予期しない結果にな
ります。データフレームを単独で更新するには、そのフレームを右クリックして「こ
のフレーム」->「フレームの再読み込み」の順に選択します。

Sun Ray サービスの再起動

「サービスの再起動」ページは一部のブラウザで予期しない動作を起こすことがあり
ます。このページは機能的には常に正しく完了して結果をログファイルから確認でき
ますが、「結果」または「進捗」ページを常に正しく表示するわけではありません。

JDS2

カーネルソースとブートイメージのバージョンの不一致 
(バグ ID 5057919)

マルチプロセッサシステムでは、utio および utadem モジュールは JDS2 に自動的
にインストールされません。USB およびオーディオ機能が正しく機能するために
は、管理者がこれらのモジュールを手動でインストールする必要があります。

# chgrp utadmin /etc/opt/SUNWut/utadmin.conf
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utio および utadem モジュールがロードされているかどうかを確認するには、次の
ように lsmod を使用します。

ロードされていない場合は、次のように utio および utadem をインストールしま
す。

オーディオの問題

一部の JDS システムでオーディオおよび USB ドライバのイ
ンストールに失敗する

Java Desktop Release 2 を実行しているシステムでは、オーディオ (utadem) および 
USB (utio) モジュールがインストールされない場合があります。

この問題を確認するには、次のコマンドを実行します。

問題が存在する場合、これらのコマンドを実行してもモジュールが表示されません。

# lsmod |grep utio
# lsmod |grep utadem

# cd /lib/modules/‘uname -r‘/build
# make cloneconfig
# make dep clean

# cd /usr/src/SUNWut/utio
# make clean
# make
# make install

# cd /usr/src/SUNWut/utadem
# make clean
# make
# make install

# /etc/init.d/utsyscfg stop
# /etc/init.d/utsyscfg start

# /sbin/lsmod |grep utio
# /sbin/lsmod |grep utadem
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この問題を回避するには、次の手順を実行します。

JDS Release 2 での Real Player

JDS 2 に付属しているデフォルトバージョンの Real Player は、Sun Ray では正しく
動作しません。

この問題を回避するには、Real Player を次に示すバージョンにアップグレードしま
す。このバージョンは、Real Player の Web サイト http://www.real.com で入手
可能です。

rp8.linux2.0.libc6.i38c.cs2.rpm

キーボードの問題

SuSE-SP3 Linux のキーボードの問題

SuSE-SP3 では、Sun Ray ユーザーにキーボードの問題が発生する場合があります。

この問題を回避するには、/etc/SuSE-release ファイルが存在していることを確
認します。存在しない場合は、次のようにシンボリックリンクを作成します。

# cd /lib/modules/’uname -r’/build
# make cloneconfig
# make dep clean

# cd /usr/src/SUNWut/utio
# make clean
# make
# make install

# cd /usr/src/SUNWut/utadem
# make clean
# make
# make install

# /etc/init.d/utsyscfg stop
# /etc/init.d/utsyscfg start

# ln -s /etc/UnitedLinux-release /etc/SuSE-release
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この回避策を有効にするには、いったんログアウトしてからログインする必要があり
ます。

Caps ロックキー

Caps ロックキーは、JDS2 では機能しません。

画面の問題

スクリーンセーバーにより警告が引き起こされる

JDS2 では、スクリーンセーバーを起動すると、特に xscreensaver-demo を実行す
ると、次のようなエラーメッセージが表示されます。

Xlib: extension XFree86-misc missing on Display...

この問題は Sun Ray とは関係ありません。スクリーンセーバーの設定の問題です。
この問題を回避するには、/usr/lib/X11/app-defaults/XScreenSaver ファイ
ルを編集して、captureStderr の値を False に設定します。

2 つ目の Linux セッションの画面ロックが機能しない

Linux セッションを 2 つ作成する場合、ユーザーは、2 つ目のセッションに対しては
画面ロックを設定できません。SRSS で画面をロックする必要がある場合は、2 つ目
のセッションに対して xlock を使用します。メニューから画面をロックしようとし
ても、何も起こりません。これを回避するには、xlock を使って画面のロックを有
効にして SRSS を停止させるために、2 つ目のセッションに対して手動で 
screensave デーモンを起動します。

# /usr/bin/xscreensaver-bin -nosplash&
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GNOME ディスプレイマネージャー

GNOME ディスプレイマネージャーの特権の問題

多くの Linux システムでは、root 以外のユーザーに寛大な管理権限が設定されてい
ます。このような権限を、Sun Ray DTU を使用してログインするユーザーに与えた
くないことがよくあります。その場合は、pam_console、console.perms、およ
び console.apps のマニュアルページを読み、必要な設定の変更をしてください。
/etc/security/console.perms をエディタで開き、console の定義からディスプ
レイ番号を削除する方法もあります。xconsole に関する定義がある場合は、定義を完
全に削除してください。

たとえば、次のような行を後に示す行に変更します。変更する行:
<console>=tty[0-9][0-9]* vc/[0-9][0-9]* :[0-9]Ž[0-9] :[0-9]

変更後の行:
<console>=tty[0-9][0-9]* vc/[0-9][0-9]*

また、次のような行は、

<xconsole>=:[0-9]Ž[0-9] :[0-9]

完全に削除します。

セッションの終了

ユーザーが Ctrl+Alt+Backspace+Backspace とキー操作を行ってセッションを
終了すると、GDM によって DTU の表示がハングアップすることがあります。この
場合、DTU に電源を再投入しても効果がありません。したがって、このキー操作は
行わず、ログアウトすることによってセッションを適切に終了するようにユーザーを
指導してください。

デバイスの非互換性 (バグ ID 6259230)
新しい Quatech SSU-100 デバイス (P/N 990-0044-01D) は Sun Ray DTU では動作し
ません。
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各言語対応の問題

マルチバイトフォントの表示の問題

JRE の 1.5 より前のリリースを使用しているマルチバイトロケール上では、
utsettings、utmhconfig などの Java ベースの Sun Ray ツールおよび登録 GUI 
は正しく機能しません。マルチバイトフォントを適切に表示させるには JRE 1.5 が必
要です。

この問題を回避するには、/etc/opt/SUNWut に適切な JRE リリースを指す 
guijre シンボリックリンクを作成します。たとえば、次のように行います。

これによって、登録 GUI、utsettings、および utmhconfig が、指定された JRE 
を使用して起動します。

utselect および utwall

簡体字中国語、繁体字中国語、韓国語のロケールでは、utselect および utwall は 
Linux ディストリビューションで正しく動作しません。

この問題を回避するには、適切なロケールのサブディレクトリから utselect およ
び utwall カタログファイルを削除します。これにより utselect および utwall 
が英語で動作します。

簡体字中国語ロケールの場合:

繁体字中国語ロケールの場合:

# ln  -s  </path_to_jre_1.5>  guijre

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN/LC_MESSAGES/utwall.mo

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN.utf8/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_CN.utf8/LC_MESSAGES/utwall.mo

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_TW/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/zh_TW/LC_MESSAGES/utwall.mo
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韓国語ロケールの場合:

マニュアル
このビルドには、『管理者マニュアル』、『インストールおよび構成マニュアル』を
含めて、Solaris と Linux の両オペレーティングシステムに関するマニュアルが用意
されています。これらのマニュアルは、機能を網羅して、後で確認できるように作成
されています。

重要なアップデートが公開可能になると、新しいバージョンが Sun Download 
Center に掲載されます。

マニュアルの記載内容の訂正
SRSS 3.1 CD に収録されているマニュアルには、次の誤りがあります。

『管理者マニュアル』

Linux でサポートされていない NSCM 機能が『管理者マニュアル』に記されていま
す (図 3-4 および 113 ページ)。

『ご使用にあたって』

Sun Ray Server Software 3.1 CD に収録されている『ご使用にあたって』のフッター
が Sun Ray Server Software 3.1 ではなく Sun Ray Server Software 3 になっていま
す。

# rm /opt/SUNWut/lib/locale/ko_KR.utf8/LC_MESSAGES/utselect.mo
# rm /opt/SUNWut/lib/locale/ko_KR.utf8/LC_MESSAGES/utwall.mo
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各言語対応に関するマニュアルの記載
内容の訂正
『管理者マニュアル』に関して、草稿が翻訳および各言語対応に送られてから修正お
よび変更が行われた箇所があります。その箇所は次のとおりです。

『管理者マニュアル』

印刷

第 4 章の印刷の説明 (「プリンタを設定する」) が更新され、Linux に関するより具
体的な説明を加えています。

マルチヘッドグループ

ホットデスクとマルチヘッド管理の下に次の注意事項が追加されました。

注 – 領域的ホットデスクはマルチヘッドグループでは有効でありません。

スクリーンショット

図 10-3 (フェイルオーバーグループの状態) が最新のスクリーンショットに更新され
ました。

不要な項目

SRSS 3.1 の Linux プラットフォームでは実装されていない NCSM (非スマートカード
モバイルセッション) の説明や参照が Linux 用の『管理者マニュアル』に含まれてい
ます。これによる SRSS 管理者への影響ありません。
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『リファレンスマニュアル』

『Sun Ray Server Software 3.1 リファレンスマニュアル  Linux オペレーティングシ
ステム』は、実際は各言語対応として日本語翻訳のために提供された一続きのマニュ
アルページです。このマニュアルはユーザーの便宜のために SRSS 3.1 CD に収録され
ていますが、通常は man コマンドを使用してください。

最新リリースのフッターは正しい「SRSS 3.1」ではなくて「SRSS 3 アップデート 1」
になっています。
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